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発
す
る
。
そ
れ
自
体
は
よ
い
と
し
て
も
、
そ
れ
を
承
け
て
の
「
い
み
じ
く
と
思
ひ
て
」
と
の
次
文
の
立
ち
上
げ
に
、
い
さ
さ
か
の
唐
突
感
は
あ
り
は
し
ま
い

か
。
ま
た
、「
せ
さ
せ
た
る
に
」
を
三
巻
本
・
能
因
本
は
「
取
ら
せ
た
る
に
」
に
作
る
が
、
こ
こ
は
文
脈
的
に
、
扇
へ
の
描
画
を
そ
の
心
得
の
あ
る
人
に
依

頼
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
前
田
本
の
伝
え
て
い
る
や
も
し
れ
ぬ
原
初
的
な
る
も
の
は
、
や
は
り
も
う
一
度
改
め
て
見
直
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
、
と
思
わ
せ
る
一
事
例
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
本
文
後
ろ
か
ら
４
行
目
、「
お
ほ
か
た
、
わ
ら
は
べ
な
る
子
ど
も
の
心
地
に
も
、
…
あ
り
し
」
の
一
文
に
つ
い
て
も
、
た
と
え
ば
、「
三
巻
本
『
か

た
は
ら
な
る
子
ど
も
の
…
…
あ
る
か
し
』
傳
能
因
本
は
、
底
本
と
同
じ
で
、
た
だ
『
す
さ
ま
し
う
』
が
『
す
さ
ま
し
く
』
に
な
つ
て
ゐ
る
。（
中
略
）
思
ふ

に
、
三
巻
本
の
『
か
た
は
ら
』
が
『
か
た
わ
ら
』
に
な
り
『
わ
ら
は
べ
』
へ
派
生
し
て
行
つ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。『
あ
り
し
』
は
『
あ
る
か
し
』
が
古 

い
か
た
ち
と
考
へ
ら
れ
る）
ùý
（

」
と
、
全
面
的
に
三
巻
本
の
か
た
ち
を
原
態
と
み
る
理
解
が
開
陳
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
田
本
に
お
い
て
、
直
前
の

一
文
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
お
と
な
な
る
子
ど
も
」、
彼
ら
に
と
っ
て
の
、
そ
の
視
界
に
入
っ
て
く
る
「
昼
寝
し
た
る
」「
親
ど
ち
」
へ
の
幻
滅
の
正
当
が
、

「
お
ほ
か
た
」
す
な
わ
ち
そ
も
そ
も
の
「
わ
ら
は
べ
な
る
子
ど
も
」
時
代
の
「
心
地
」
に
と
っ
て
の
当
然
を
巡
回
し
て
跡
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
理
路
は
、
虚 

心
に
見
て
盤
石
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
こ
で
も
、
前
田
本
こ
そ
が
伝
え
る
べ
き
を
伝
え
て
い
る
と
し
た
ら
と
の
思
い
、
お
さ
え
が
た
い
の
で
あ
る
。

四　

枕
に
、
三
巻
・
能
因
と
、
前
田
・
堺
の
四
つ
あ
り

―
「
お
わ
り
に
」
に
代
え
て

―

　

前
田
本
は
、
諸
伝
本
中
「
最
古
」
と
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
本
文
形
態
か
ら
し
て
本
来
的
で
は
な
い
と
の
認
識
の
も
と
、
質
的
に
粗
悪
な
末
流
本
と
い
っ
た

感
覚
で
受
け
流
さ
れ
て
き
た
の
が
実
態
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
め
に
、
そ
も
そ
も
該
本
を
読
む
こ
と
に
、
何
人
も
意
義
を
見
出
し
て
は
こ
な

か
っ
た
し
、
そ
の
表
現
世
界
の
内
的
な
読
み
は
、
い
っ
こ
う
に
深
め
ら
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
田
中
重
太
郎
『
前
田

家
本

枕
冊
子
新
註
』
以
降
、
わ
ず
か

一
冊
の
注
釈
書
す
ら
現
れ
出
な
か
っ
た
こ
と
が
、
そ
れ
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
よ
う
。

　

け
れ
ど
も
、
他
本
か
ら
の
単
純
な
引
き
写
し
に
見
え
た
文
章
が
実
は
然
に
あ
ら
ず
、
ま
た
、
小
異
と
見
え
る
も
の
の
な
か
に
大
事
へ
と
繋
が
り
ゆ
く
可
能

性
を
指
摘
し
得
る
こ
と
、
右
に
見
来
た
っ
た
と
お
り
で
あ
る
。
堺
本
に
つ
い
て
、
単
な
る
類
纂
行
為
に
と
ど
ま
ら
ぬ
、「
再
構
成
」
の
跡
を
指
摘
す
る
議
論

が
あ
る）

ùþ
（

。
け
れ
ど
も
、
そ
の
意
味
で
言
え
ば
、
前
田
本
も
ま
た
「
再
構
成
本
」
で
あ
り
、
先
に
確
認
を
経
た
〔
一
八
五
〕
な
ど
は
、
そ
の
「
再
構
成
」
の
度

合
、
堺
本
の
比
で
は
な
い
、
と
も
言
え
よ
う
。
む
ろ
ん
、
そ
れ
が
第
三
者
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
ば
取
る
に
足
る
ま
い
が
、
清
女
そ
の
人
の
営
み
で
あ
る
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と
き
、
そ
の
意
義
こ
の
上
な
い
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
念
の
た
め
に
申
し
添
え
れ
ば
、
そ
の
可
能
性
は
０ゼ
ロ

で
は
あ
る
ま
い
、
と
い
う
の
が
本
稿
の
立
場
で

あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
ま
た
、
枕
草
子
は
一
つ
で
は
な
い
、
こ
れ
も
本
稿
の
立
場
で
あ
る
。
三
巻
本
に
能
因
本
、
さ
ら
に
前
田
本
と
堺
本
と
が
あ
る
の
だ
。
い
ず
れ
に
つ

い
て
も
、
く
り
か
え
し
に
な
る
が
清
女
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
か
否
か
を
ふ
く
め
、
そ
の
生
成
の
源
が
見
極
め
ら
れ
ぬ
か
ぎ
り
、
四
つ
は
等
し
く
扱
わ
れ
ね

ば
な
る
ま
い
。

　

現
今
、
多
様
性
と
い
う
こ
と
が
各
所
・
各
方
面
で
言
わ
れ
、
ま
た
取
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
多
様
性
を
知
る
と
は
、
そ
の
も
の

を
形
づ
く
る
個
々
を
見
極
め
る
こ
と
で
あ
り
、
見
極
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
差
異
を
確し

か

と
知
り
尽
く
す
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
枕
草
子
の
前
田
本

と
い
う
個
は
、
わ
れ
わ
れ
の
眼
前
に
、
言
い
得
べ
く
ん
ば
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
る
と
お
り
の
厚
遇
を
得
て
き
た
三
巻
本
と
同
等
に
開
か
れ
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。
決
し
て
、
能
因
本
と
堺
本
と
の
混
成
本
と
し
て
閉
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
見
つ
め
ら
れ
、
見
極
め
ら
れ
る
べ
き
沃
野
と
し
て
広
が
っ
て

い
る
、
と
思
い
た
い
。
そ
こ
に
豊
穣
な
る
も
の
た
ち
は
埋
も
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
埋
も
れ
て
い
る
と
し
て
ど
れ
ほ
ど
に
豊
穣
で
あ
る
の
か
、
知
る
も
知

ら
ぬ
も
総
て
は
私
た
ち
次
第
な
の
だ
ろ
う
が
、
右
に
は
、
そ
の
さ
さ
や
か
な
、
し
か
し
確
か
な
片
鱗
を
示
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

［
注
］

（
１
）　

引
用
は
、
尊
経
閣
叢
刊
丁
卯
歳
配
本
『
前
田
本
枕
草
子
』（
育
徳
財
団
、
一
九
二
七
年
）
に
拠
る
。

（
２
）　 『
別
冊
國
文
學 

日
本
古
典
文
学
研
究
必
携 

 '��
秋
季
号
』（
學
燈
社
、
一
九
七
九
年
）
の
「
枕
草
子
」
の
項
参
照
。

（
３
）　 

以
下
、
前
田
本
の
章
段
番
号
は
、
便
宜
上
、
田
中
重
太
郎
『
前
田
家
本

枕
冊
子
新
註
』（
古
典
文
庫
、
一
九
五
一
年
）
に
従
う
。

（
４
） 　

こ
の
「
饗
」、
底
本
で
は
「
郷
」
と
「
食
」
と
の
二
字
に
作
る
。
ゆ
ら
い
「
饗
」
の
一
字
の
上
部
と
下
部
と
が
そ
れ
ぞ
れ
「
郷
」
と
「
食
」
と
に
分
か
た
れ
書
写
さ
れ
た
も
の
と
見
て
、 

  「
饗
」
へ
と
復
し
た
。

（
５
） 　
「
さ
ま
よ
ひ
あ
り
く
」
の
「
さ
ま
」
の
二
字
は
、
底
本
で
は
「
ま
か
」
に
作
る
が
、「
ま
」（
字
母
「
万
」）
は
「
さ
」（
同
「
左
」）
か
ら
の
、「
か
」（
同
「
可
」）
は
「
ま
」（
同
「
万
」）

か
ら
の
、
そ
れ
ぞ
れ
誤
写
と
見
て
、
原
態
に
復
し
た
。
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（
６
） 　

以
下
、
三
巻
本
の
本
文
な
ら
び
に
章
段
番
号
は
、
便
宜
上
、
石
田
穣
二
訳
注
『
新
版 

枕
草
子 

上
・
下
巻 

現
代
語
訳
付
き
』（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
一
九
七
九
・
一
九
八
〇
年
）
に 

拠
る
。

（
７
） 　

以
下
、
能
因
本
の
本
文
な
ら
び
に
章
段
番
号
は
、
便
宜
上
、
松
尾
聰
・
永
井
和
子
校
注
・
訳
『
枕
草
子 

一
・
二
』（
完
訳 

日
本
の
古
典 

第
��
・
��
巻
、
小
学
館
、
一
九
八
四
年
）
に 

拠
る
。

（
８
）　
「
他
に
か
ち
た
る
人
」
の
「
か
」
は
、
底
本
「
う
」
だ
が
、「
か
」（
字
母
「
可
」）
か
ら
「
う
」（
字
母
「
宇
」）
へ
の
誤
写
と
見
て
、
原
態
に
復
し
た
。

（
９
） 　

こ
の
箇
所
、
底
本
は
「
と
の
ば
ら
の
さ
ぶ
ら
ふ
に
」
に
作
る
。
文
脈
か
ら
は
、
家
臣
、
部
下
の
意
の
「
さ
ぶ
ら
ひ
（
侍
）」
と
あ
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
ま
、
書
写
の
或
る
段
階
で 

「
さ
ぶ
ら
ひ
」
↓
「
侍
」
↓
「
さ
ぶ
ら
ふ
」
と
転
じ
た
も
の
と
見
て
、
意
改
に
従
い
「
侍
さ
ぶ
ら
ひ」
と
し
た
。

（
��
） 　

堺
本
の
本
文
は
、
吉
田
幸
一
編
『
堺
本
枕
草
子 

斑
山
文
庫
本
』（
古
典
文
庫
、
一
九
九
六
年
）
に
拠
り
、
私
に
句
読
を
加
点
し
、
適
宜
、
仮
名
に
漢
字
を
当
て
る
な
ど
一
般
的
な
校
訂

を
施
し
て
掲
出
す
る
。
た
だ
し
、
章
段
番
号
は
林
和
比
古
編
著
『
堺
本
枕
草
子
本
文
集
成
』（
私
家
版
、
一
九
八
八
年
）
に
拠
る
。

（
��
）　

山
中
悠
希
『
堺
本
枕
草
子
の
研
究
』（
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
三
一
頁
。

（
��
）　

山
脇
毅
『
枕
草
子
本
文
整
理
札
記
』（
山
脇
先
生
記
念
会
、
一
九
六
六
年
）
四
四
節
（
一
二
〇
～
一
二
三
頁
）
や
注
（
７
）
所
掲
書
（
一
四
三
一
四
四
頁
）
な
ど
。

（
��
） 　

注
（
３
）
所
掲
書
一
三
四
頁
、
頭
注
（
三
）
に
、「
以
下
（
稿
者
注
：
「
ざ
う（
ふ
）色し
き

の
、
蔵く
ら

人
に
な
り
た
る
」
以
下
を
指
す
）
三
巻
本
・
傳
能
因
本
に
な
い
。
堺
本
に
は
こ
れ
と
同
樣
の

文
が
あ
る
が
、「
め
で
た
き
も
の
」
の
文
を
誤
っ
て
收
め
た
の
で
あ
ら
う
。
底
本
は
堺
本
系
統
か
ら
同
じ
く
引
い
た
の
で
あ
ら
う
か
」
と
あ
る
。

（
��
） 　

山
中
悠
希
は
注
（
��
）
所
掲
書
に
お
い
て
、
堺
本
の
類
纂
の
み
に
と
ど
ま
ら
ぬ
、
い
わ
ば
堺
本
の
堺
本
に
よ
る
堺
本
の
た
め
の
本
文
形
成
の
痕
跡
を
根
拠
に
、
堺
本
を
「
再
構
成
本
」

と
認
称
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
が
、
そ
の
伝
に
拠
っ
て
よ
け
れ
ば
、
前
田
本
も
ま
た
独
自
の
本
文
を
形
成
し
て
お
り
、
紛
れ
も
な
く
「
再
構
成
本
」
で
あ
る
。

（
��
）　

注
（
��
）
所
掲
書
一
二
〇
頁
。

（
��
） 　ň

つ
き
影
」
は
、
底
本
「
さ
し
か
け
」
を
改
め
た
。「
さ
」（
字
母
「
佐
」）
と
「
つ
」（
同
「
徒
」）、「
し
」（
字
母
「
新
」）
と
「
き
」（
同
「
祈
」）、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
の
あ
い
だ
で
の

誤
写
を
想
定
し
て
の
意
改
で
あ
る
。

（
��
）　ň

か
し
」
は
、
底
本
「
よ
し
」
を
改
め
た
。「
か
」（
字
母
「
可
」）
と
「
よ
」（
同
「
与
」）
と
の
あ
い
だ
で
の
誤
写
を
想
定
し
て
の
意
改
で
あ
る
。

（
��
）　ň

も
」
は
、
底
本
「
と
も
」
に
作
る
が
、
意
を
以
て
改
め
た
。

（
��
）　
『
枕
冊
子
全
注
釈 

四
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
三
年
）
二
八
〇
～
二
八
一
頁
。

（
��
）　
「
火
桶
」
は
、
底
本
「
を
け
」。
三
巻
本
・
能
因
本
に
よ
り
改
め
た
。

（
��
）　

注
（
３
）
所
掲
書
九
八
頁
、
頭
注
（
一
四
）。

（
��
）　

注
（
６
）
所
掲
書
二
四
六
頁
。

（
��
）　

注
（
３
）
所
掲
書
一
〇
〇
頁
、
頭
注
（
六
）。
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（
��
）　

注
（
��
）
に
同
じ
。

（
��
）　

萩
谷
朴
校
注
『
枕
草
子 

上
』（
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
新
潮
社
、
一
九
七
七
年
）
六
七
頁
。

（
��
）　

注
（
３
）
所
掲
書
一
〇
一
頁
、
頭
注
（
一
八
）。

（
��
）　

注
（
��
）
所
掲
書
全
編
に
通
底
す
る
が
、
序
章
に
端
的
に
披
瀝
さ
れ
て
い
る
。
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